














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































修復前 カモク加工 金箔貼り 修復後
⑤左腕上腕接合の修復
接着技術の不良のため、残存接着剤の除去及び接着面の調整を行い、新
たに接合する為の作業を行う。
その後、接合欠損部分を酢酸塩化ビニール接着剤を使用して再接合を行
う。
接合後、カモクにて表面処理を行い、金箔貼り・古色仕上げを行う。
修復前 再接合 修復後
⑥。⑦右手左手修復
修復による接合部分の木痩せを防ぐため、接合部分の木工エポキシパテ
による加工を行う。
(37）
第13回ラオス仏像修復プロジェクト報告（柳本）
復元した両手接合補強のための木ダボを接合個所に埋め込む。
仏像の形状からハムニャであることが推測できるため、他仏の両手形状
を模範し復元をする。
漆下地を施し、赤口箔を貼りつける。不自然でないよう胴体の色に近い
古色仕上げを施す。
躍剛
ダボ埋め込み 両手接合 修復後
⑧右袖亀裂の修復
カモクにて亀裂を埋め、
赤口箔を使用し古色を施す。
修復前 修復後
⑪左足の修復
⑨、⑩腰から足首にかけての亀裂の修復
カモクにて亀裂を埋め、赤口箔を使用
し古色を施す。
修復前 カモク加工修復後
左足前部が欠落していたため再接合を行う。その後木工エポキシパテと
カモクにて加工・表面処理を行い、金箔貼り・古色仕上げを施す。
(認）
修復前
第13回ラオス仏像修復プロジェクト報告（柳本）
木工エポキシパテ。表面処理
カモク加工
修復後
⑫、⑬台座欠損部の修復
欠損部分にカモクを補い新しく木材を接合する。さらに接合を強化する
ためダボを埋め込む。
古色を施し、仕上げとする。
修復前
55：5
鱗
木 材接合ダボ埋め込み修復後
(39）
第13回ラオス仏像修復プロジェクト報告（柳本）
国立博物館所蔵パンリーラ
日時：2011/2/13～2011/28
場所：ラオスルアンパバーン
王宮博物館仏像修復所
担当：鈴木義孝・ノイ
仏像形態：パンリーラ
制作年代：不明
サイズ：像高H65cm
最大幅W18cm
最大奥行D16cm
材料：
仕様：袈裟等着衣はpaku(パ
コム、袈裟）を上体に纏
い、パサボーン（袴）を
履いて帯を付けている。
金箔は赤口仕様
破損状況
修復前 修復後
前回からの継続修復仏像。
前回は欠落していた本体と台座の接着、虫食いの為脆くなった木に人口
溶剤の注入、虫害穴への木工エポキシパテ盛り付けを行った。
今回は右手の作成と古色を行う。
(40）
第13回ラオス仏像修復プロジェクト報告（柳本）
W18cm
－
八
①右手欠落
②虫害による欠損
（木工エポキシパ
テによる盛り付け
済み）
③両足（木工エポキ
シパテによる盛り
付け済み）の整形
、?
〕lf I、
?。、??
②
蕨
9
三三－＝
修復方針
欠落・欠損部分を、現時点で分かっている参考仏像（時代・作風が近い
と思われる仏像）を元に積極的に復元修復を行う。金箔等表面の仕上げは
古色に仕上げ、全体的に統一した古色を施すが修復個所は若干の違いが分
かる程度の古色とする。
①右手欠落の修復
前回木工エポキシパテを盛ったところで終了していたため、その整形を
行う。左手を参考に右手を復元する。
復元した手をダボにて接合し、漆下地を施し金箔を貼り、古色仕上げを
施す。
(4Z)
第13回ラオス仏像修復プロジェクト報告（柳本）
蕊
修復前 右手復元接合後金箔貼り 修復後
②虫害の修復
虫害による穴を埋めた木工エポキシパテを整形する。その後漆下地を施
し、金箔を貼り、古色仕上げを施す。
修復前 金箔貼り 修復後
③左足修復
木工エポキシパテの整形を行い、漆下地を施す。金箔を貼り、古色仕上
げを行う。
修復前 金箔貼り 修復後
(42）
